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１．平成24年３月期の業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期 4,746 2.6 53 ― 81 ― 113 ―

23年３月期 4,626 0.4 △341 ― △312 ― △1,127 ―

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年３月期 ７ 53 ― 3.8 1.4 1.1

23年３月期 △75 04 ― △31.7 △4.7 △7.4

(参考) 持分法投資損益 24年３月期 ― 百万円 23年３月期 ― 百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期 5,613 3,000 53.5 199 73

23年３月期 5,792 2,881 49.8 191 82

(参考) 自己資本 24年３月期 3,000百万円 23年３月期 2,881百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年３月期 394 △316 △117 717

23年３月期 672 △205 △564 757

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年３月期 ― ― ― 0 00 0 00 ― ― ―

24年３月期 ― ― ― 2 00 2 00 30 26.6 1.0

25年３月期(予想) ― ― ― ― ― ―

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,300 0.7 20 202.3 25 22.1 20 △ 17.6 1 33

通 期 4,700 △ 1.0 60 12.1 80 △ 1.7 70 △ 38.1 4 66
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・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点におい
て、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。 

  

１.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添
付資料３ページ「経営成績に関する分析②次期の見通し」をご覧ください。 

２.平成25年３月期の配当金につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業推移や

業績見通しを勘案の上で、決定次第速やかに開示を行う予定です。 

※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無
 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無
 ④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期 15,400,000株 23年３月期 15,400,000株

② 期末自己株式数 24年３月期 377,309株 23年３月期 375,489株

③ 期中平均株式数 24年３月期 15,023,652株 23年３月期 15,025,080株

※ 監査手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当事業年度のわが国経済は、東日本大震災後の経済活動の停滞から緩やかに持ち直しており、期末には

株式市況が復調の兆しを見せましたが、欧州債務危機の影響による世界経済の減速や長期に亘る円高のほ

か、原油価格の上昇、電力供給の制約などのリスクも存在することから、依然として先行きが不透明な状

況で推移しました。 

このような情勢のもと、当社はより質の高い物流サービスの提供による既存顧客の維持と顧客ニーズへ

の柔軟な対応による新規貨物の誘致のために積極的な営業活動に取り組みました。 

これにより、当社が取り扱っている港湾貨物のうち原材料を中心とするばら貨物につきましては、取扱

数量が大幅に増加し、前事業年度に比べ増収となりました。 

液体貨物の分野につきましては、取扱数量の減少が見られたものの、新規契約を獲得したことなどによ

り増収となりました。 

一方、物流倉庫につきましては、７月に第２低温倉庫の事業から撤退したことが大きく影響し、減収と

なりました。 

以上により、当事業年度の売上高は47億４千６百万円となり、前事業年度に比べ１億２千万円、2.6％

の増収となりました。 

一方、売上原価は、第２低温倉庫に係る運営費用である荷役関係諸払費や動力費が減少したほか、設備

修理費の削減や減価償却費の減少などにより、42億６千８百万円となり、前事業年度に比べ２億５千７百

万円、5.7％の減少となりました。また、販売費及び一般管理費については、人件費を削減したことによ

り、４億２千４百万円となり、前事業年度に比べ１千６百万円、3.8％の減少となりました。 

この結果、当事業年度の営業利益は、５千３百万円（前事業年度は、３億４千１百万円の営業損失）と

なりました。また、経常利益は、受取配当金を収受したことなどから８千１百万円（前事業年度は、３億

１千２百万円の経常損失）となりました。 

当期純利益につきましては、保有有価証券の売却による資金調達をしたことにより、３千２百万円の有

価証券売却益を特別利益に計上したことなどから、１億１千３百万円（前事業年度は、11億２千７百万円

の当期純損失）となりました。 

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。 

大型クレーンを使用する荷役業務は、輸入ばら貨物の積み替えを主体とする船内荷役と中継保管貨物

を取り扱う沿岸荷役の荷役数量が、共に増加したことにより、総荷役数量は378万トンと、前事業年度

に比べ69.3％の大幅な増加となりました。 

これを主な貨物で見ますと、前事業年度に比べ石炭が141万トン、工業用塩が16万トン、一般用塩が

５万トンそれぞれ増加しました。 

一方、コークスが７万トン、ソーダ灰が３万トン、スクラップが２万トンそれぞれ減少しました。 

以上により、荷役業務の売上高は10億４千４百万円となり、前事業年度に比べ32.4％の増収となりま

した。 

次に、海上運送業務につきましては、はしけ運送の取扱数量は減少したものの、石炭の荷役数量の増

加に伴い内航船運送の取扱数量も大幅に増加し、売上高は４億９千万円と、前事業年度に比べ54.5％の

増収となりました。 

一方、保管業務におきましては、野積保管では主にコークスが、倉庫保管では一般用塩、フェロアロ

イなどの取り扱いがそれぞれ減少したことにより、保管業務全体の売上高は２億８千２百万円となり、

前事業年度に比べ15.1％の減収となりました。 

その他の業務につきましては、主に雑作業が増加したことにより、売上高は４億１千６百万円と、前

事業年度に比べ3.6％の増収となりました。 

以上により、ばら貨物セグメントの売上高は22億３千３百万円となり、前事業年度に比べ３億９千２

百万円、21.3％の増収となりました。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

①当期の営業の経過及び成果

（ばら貨物セグメント）

－2－

櫻島埠頭株式会社(9353)平成24年3月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)



  

石油類につきましては、白油は、取扱数量は減少したものの、雑作業などが増加し、重油と工業用原

料油は、新規契約の締結などにより、取扱数量が増加したことから、売上高は９億７千７百万円とな

り、前事業年度に比べ１億２千３百万円、14.5％の増収となりました。 

化学品類につきましては、新規貨物の取り扱いはあったものの、苛性ソーダの取扱数量が大きく減少

したため、取扱数量は減少し、売上高は２億６千６百万円と、前事業年度に比べ２千２百万円、7.9％

の減収となりました。 

以上により、液体貨物セグメントの売上高は12億４千３百万円となり、前事業年度に比べ１億円、

8.8％の増収となりました。 

危険物倉庫は、荷役業務の減収により、売上高は１億４千５百万円と、前事業年度に比べ２百万円、

1.5％の減収となりました。 

低温倉庫につきましては、荷役業務と保管業務で減収となったため、売上高は６億２千８百万円と、

前事業年度に比べ６千７百万円、9.7％の減収となりました。 

冷蔵倉庫につきましては、第２低温倉庫で取り扱っていた貨物の一部を一時的に受入れたことによ

り、取扱数量が増加し、売上高は３億５百万円と、前事業年度に比べ１億１百万円、50.1％の増収とな

りました。 

第２低温倉庫は、７月に事業から撤退したことにより、売上高が１億７百万円と、前事業年度に比べ

３億４千５百万円、76.2％の減収となりました。 

食材加工施設につきましては、関連事業の終了により売上高は８千万円と、前事業年度に比べ５千９

百万円、42.3％の減収となりました。 

以上により、物流倉庫セグメントの売上高は12億６千７百万円となり、前事業年度に比べ３億７千２

百万円、22.7％の減収となりました。 

  

今後の見通しにつきましては、震災からの復興需要により景気は上向くと思われますが、世界的な景

気の減速懸念などの下振れ要因が払拭されていないことから、先行きは依然として不透明な状況で推移

すると思われます。また、企業間の競争についても、グローバル化が進んだことで一層激しくなると予

想されます。 

当社におきましても、この厳しい経済情勢により、顧客の物流コスト削減要請は一層強くなると予想

されますが、平成25年３月期につきましては、新たなばら貨物用地を有効利用することにより、港湾運

送の一貫作業を更に増進させること、並びに未契約タンクの利用促進など新規貨物の取り込みにより、

設備を効率的に稼働させることなどによって、売上高の拡大を目指してまいります。 

以上のことから、平成25年３月期は、売上高を47億円、営業利益を60百万円、経常利益を80百万円、

当期純利益を70百万円と予想いたしております。 
  

当事業年度末の総資産は56億１千３百万円となり、前事業年度末に比べて１億７千９百万円減少しま

した。これは売上の増加などにより売掛金が増加するなどしたものの、減価償却の実施などにより有形

固定資産が減少したこと及び差入保証金が減少したことが主な理由であります。 

負債合計につきましては、買掛金などが増加しましたが、第２低温倉庫の撤去が完了したことで固定

資産撤去損失引当金が減少し、また長期借入金等の有利子負債も減少するなどしました。この結果、前

事業年度末に比べて２億９千７百万円減少し、26億１千３百万円となりました。 

純資産合計につきましては利益剰余金の増加などにより前事業年度末に比べて１億１千８百万円増加

し、30億円となりました。 

（液体貨物セグメント）

（物流倉庫セグメント）

②次期の見通し

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

－3－

櫻島埠頭株式会社(9353)平成24年3月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)



  

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは３億９千４百万円

の資金増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出など

により３億１千６百万円の資金減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは、１億１千

７百万円の資金減少となりました。これらの結果、当事業年度末の現金及び現金同等物（以下「資金」

という）は７億１千７百万円となり、前事業年度末に比べて３千９百万円減少しました。 

営業活動によるキャッシュ・フローでは、３億９千４百万円の資金増加（前事業年度は６億７千２

百万円の資金増加）となりました。これは前事業年度末に未払であった修理維持費の支払等によりそ

の他の営業活動による資金の減少が１億３千１百万円となるなどしたものの、税引前当期純利益が１

億１千３百万円、減価償却費が４億４千３百万円あるなどしたことが主な理由であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローでは投資有価証券の売却による収入が９千６百万円あるなどし

たものの、有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出を２億９千６百万円、固定資産の除却に

よる支出を１億４千３百万円行ったことなどから３億１千６百万円の資金減少(前事業年度は２億５

百万円の資金減少)となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローでは長期借入れによる収入が３億円ありましたが、長期借入金

の返済及び社債の償還による支出が４億１千６百万円あるなどしたため１億１千７百万円の資金減少

(前事業年度は５億６千４百万円の資金減少)となりました。 

なお、当社のキャッシュ・フロー指標の推移は以下の通りであります。 
  

 
 ・自己資本比率：自己資本／総資産 

 ・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

 ・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

 ・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

(注) １ 株式時価総額は期末日株価終値に自己株式を除く発行済株式数を乗じて計算しております。 

２ 営業キャッシュ・フローはキャッシュ・フロー計算書における営業活動によるキャッシュ・フローを利用し

ております。 

３ 有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。

また、利払いはキャッシュ・フロー計算書における利息の支払額を利用しております。 

  

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率(％) 55.0 56.9 56.7 49.8 53.5

時価ベースの自己資本比率
(％)

30.9 28.2 27.8 23.6 25.2

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率 (年)

4.8 2.7 4.7 2.4 3.8

インタレスト・カバレッジ・
レシオ (倍)

10.0 19.5 13.0 25.4 15.6
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当社は安定性を経営の基本と考えており、そのため株主の皆様には安定的な配当を継続することを利

益配分の基本方針といたしております。従いまして、業績の向上と内部留保による財務体質の強化を図

り、利益水準が低下した場合もできる限り配当を継続するようにいたしております。 

しかしながら、港湾運送事業を含む物流業界の経営環境は厳しく、当社として十分な当期純利益を安

定的に確保できる状態になるまでは、経営の安定性と財務体質の維持、強化を重視する観点から、内部

留保の水準と当期純利益の見通しを考慮して配当金額を決定していきたく存じます。 

なお、目標とすべき経営指標等は特に設けておりませんが、できる限り安定的な配当を実施でき、か

つ内部留保ができるような利益水準になるよう努力する所存であります。 

当期末の配当につきましては、通期業績、財務状況等を総合的に勘案し、1株当たり2円とすることと

いたしました。 

なお、次期の配当につきましては、当社を取り巻く経済環境の不透明感が強いため、現時点では未定

といたしたいと存じます。 

  

以上の３項目につきましては、平成23年５月13日に開示しました「平成23年３月期決算短信（非連

結）」の記載内容から重要な変更がないため、記載を省略しております。 

なお、当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（大阪証券取引所ホームページ（上場会社銘柄検索ページ））  

http://www.ose.or.jp/listed_company_info/description/search 

  

今後の見通しにつきましては、震災からの復興需要により景気は上向くと思われますが、世界的な景気

の減速懸念などの下振れ要因が払拭されていないことから、先行きは依然として不透明な状況で推移する

と思われます。また、企業間の競争についても、グローバル化が進んだことで一層激しくなると予想され

ます。 

当社におきましても、この厳しい経済情勢により、顧客の物流コスト削減要請は一層強くなると予想さ

れます。しかし、平成25年３月期につきましては、新たなばら貨物用地を有効利用することにより、港湾

運送の一貫作業を更に増進させ、厚みのあるサービスの提供によって売上高の拡大を目指してまいりま

す。また、未契約タンクの利用促進など新規貨物の取り込みに一層努力し、設備を効率的に稼働させるこ

とを目指す所存です。 

今後につきましては、当社の立地条件や物流サービスの質の高さをもとに、売上の維持・向上を図ると

ともに、事業環境の変容に応じた新たな貨物の集荷に努めることはもとより、中長期的な観点から、既存

設備の維持更新等を検討することにより、効率的な経営と継続可能な事業基盤の確立に向けて努力いたし

ます。さらに、顧客や投資家の皆様からの信頼に繋がる法令の遵守、環境及び安全対策に重点を置いた社

内体制の充実、並びに日常業務の一層の改善による実効性のある内部統制の整備・運用に取り組むことに

より、公正な事業活動、経営の透明性の確保に努め、堅実な経営を目指してまいります。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針、（２）目標とする経営指標、（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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３．財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 757,060 717,480

売掛金 382,341 533,531

有価証券 39,991 25,020

貯蔵品 16,700 18,025

前払費用 26,107 25,731

未収入金 16,905 37,976

その他 21,025 4,060

貸倒引当金 △6,828 △9,773

流動資産合計 1,253,305 1,352,052

固定資産   

有形固定資産   

建物 7,261,924 6,256,787

減価償却累計額 △5,682,835 △4,793,684

建物（純額） 1,579,088 1,463,103

構築物 6,884,428 6,946,518

減価償却累計額 △6,456,874 △6,548,020

構築物（純額） 427,553 398,497

機械及び装置 5,091,979 4,727,001

減価償却累計額 △4,560,866 △4,228,098

機械及び装置（純額） 531,113 498,902

船舶 36,317 36,317

減価償却累計額 △33,246 △33,784

船舶（純額） 3,070 2,533

車両運搬具 46,470 51,150

減価償却累計額 △41,414 △42,159

車両運搬具（純額） 5,055 8,990

工具、器具及び備品 653,321 623,900

減価償却累計額 △609,895 △559,219

工具、器具及び備品（純額） 43,425 64,680

土地 10,319 －

リース資産 342 342

減価償却累計額 △342 △342

リース資産（純額） － －

有形固定資産合計 2,599,626 2,436,707

無形固定資産   

借地権 173,737 173,737

港湾施設利用権 16,334 12,325

ソフトウエア 13,225 4,811

電話加入権 2,038 2,038

その他 21 9

無形固定資産合計 205,356 192,922
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,294,937 1,257,183

出資金 500 500

破産更生債権等 1,029 －

差入保証金 124,973 64,973

生命保険積立金 307,408 302,678

会員権 6,647 6,647

その他 63 63

貸倒引当金 △1,029 －

投資その他の資産合計 1,734,531 1,632,046

固定資産合計 4,539,514 4,261,676

資産合計 5,792,819 5,613,728

負債の部   

流動負債   

買掛金 216,882 395,112

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 381,510 388,260

リース債務 718 718

未払金 75,827 63,883

未払費用 195,126 152,490

未払法人税等 19,505 2,916

前受金 47,420 22,486

預り金 4,784 21,772

賞与引当金 17,502 30,064

固定資産撤去損失引当金 142,148 －

資産除去債務 292 －

その他 73,464 60,764

流動負債合計 1,195,182 1,158,467

固定負債   

社債 50,000 30,000

長期借入金 1,076,550 973,300

リース債務 2,334 1,615

繰延税金負債 191,697 154,125

退職給付引当金 12,828 2,724

役員退職慰労引当金 116,546 83,274

環境対策引当金 74,717 68,591

資産除去債務 23,265 23,639

受入保証金 166,660 116,656

その他 1,045 784

固定負債合計 1,715,645 1,454,711

負債合計 2,910,828 2,613,178

－7－

櫻島埠頭株式会社(9353)平成24年3月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)



(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 770,000 770,000

資本剰余金   

資本準備金 365,161 365,161

資本剰余金合計 365,161 365,161

利益剰余金   

利益準備金 192,500 192,500

その他利益剰余金   

特別償却準備金 2,533 －

別途積立金 1,000,000 1,000,000

繰越利益剰余金 342,114 457,819

利益剰余金合計 1,537,148 1,650,319

自己株式 △53,509 △53,673

株主資本合計 2,618,799 2,731,807

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 263,191 268,742

評価・換算差額等合計 263,191 268,742

純資産合計 2,881,991 3,000,550

負債純資産合計 5,792,819 5,613,728
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（２）損益計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 4,626,139 4,746,646

売上原価 4,526,032 4,268,363

売上総利益 100,106 478,282

販売費及び一般管理費   

役員報酬 73,485 60,450

給料及び手当 149,965 128,886

賞与引当金繰入額 6,668 12,619

役員退職慰労引当金繰入額 19,920 17,470

退職給付費用 23,836 21,177

福利厚生費 36,011 30,761

交際費 5,701 7,418

旅費及び交通費 14,483 14,555

通信費 4,782 4,741

事務用消耗品費 4,561 3,580

減価償却費 11,346 9,776

借地借家料 2,334 23,517

貸倒引当金繰入額 196 2,922

その他 88,152 86,891

販売費及び一般管理費合計 441,445 424,767

営業利益又は営業損失（△） △341,338 53,515

営業外収益   

受取利息 255 103

有価証券利息 1,577 1,930

受取配当金 38,603 36,293

受取家賃 8,630 8,294

その他 8,578 9,297

営業外収益合計 57,644 55,919

営業外費用   

支払利息 26,315 26,093

社債利息 830 625

その他 1,383 1,323

営業外費用合計 28,529 28,042

経常利益又は経常損失（△） △312,223 81,392

特別利益   

投資有価証券売却益 31,526 32,752

保険解約返戻金 － 4,996

固定資産売却益 631 3,757

受取補償金 421,371 －

特別利益合計 453,529 41,507
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

特別損失   

固定資産除却損 4,313 7,092

固定資産売却損 － 2,063

減損損失 1,086,315 －

固定資産撤去損失引当金繰入額 142,148 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,833 －

投資有価証券売却損 520 －

特別損失合計 1,249,130 9,156

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △1,107,824 113,743

法人税、住民税及び事業税 20,411 3,843

法人税等調整額 △809 △3,271

法人税等合計 19,601 571

当期純利益又は当期純損失（△） △1,127,426 113,171
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 770,000 770,000

当期末残高 770,000 770,000

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 365,161 365,161

当期末残高 365,161 365,161

資本剰余金合計   

当期首残高 365,161 365,161

当期末残高 365,161 365,161

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 192,500 192,500

当期末残高 192,500 192,500

その他利益剰余金   

設備建設積立金   

当期首残高 1,200,000 －

当期変動額   

設備建設積立金の取崩 △1,200,000 －

当期変動額合計 △1,200,000 －

当期末残高 － －

退職手当積立金   

当期首残高 300,000 －

当期変動額   

退職手当積立金の取崩 △300,000 －

当期変動額合計 △300,000 －

当期末残高 － －

特別償却準備金   

当期首残高 5,991 2,533

当期変動額   

特別償却準備金の取崩 △3,458 △2,533

当期変動額合計 △3,458 △2,533

当期末残高 2,533 －

別途積立金   

当期首残高 1,000,000 1,000,000

当期末残高 1,000,000 1,000,000
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

繰越利益剰余金   

当期首残高 11,160 342,114

当期変動額   

剰余金の配当 △45,076 －

設備建設積立金の取崩 1,200,000 －

退職手当積立金の取崩 300,000 －

特別償却準備金の取崩 3,458 2,533

当期純利益又は当期純損失（△） △1,127,426 113,171

当期変動額合計 330,954 115,704

当期末残高 342,114 457,819

利益剰余金合計   

当期首残高 2,709,651 1,537,148

当期変動額   

剰余金の配当 △45,076 －

設備建設積立金の取崩 － －

退職手当積立金の取崩 － －

特別償却準備金の取崩 － －

当期純利益又は当期純損失（△） △1,127,426 113,171

当期変動額合計 △1,172,503 113,171

当期末残高 1,537,148 1,650,319

自己株式   

当期首残高 △53,379 △53,509

当期変動額   

自己株式の取得 △130 △163

当期変動額合計 △130 △163

当期末残高 △53,509 △53,673

株主資本合計   

当期首残高 3,791,433 2,618,799

当期変動額   

剰余金の配当 △45,076 －

当期純利益又は当期純損失（△） △1,127,426 113,171

自己株式の取得 △130 △163

当期変動額合計 △1,172,633 113,007

当期末残高 2,618,799 2,731,807
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 437,378 263,191

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △174,186 5,551

当期変動額合計 △174,186 5,551

当期末残高 263,191 268,742

評価・換算差額等合計   

当期首残高 437,378 263,191

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △174,186 5,551

当期変動額合計 △174,186 5,551

当期末残高 263,191 268,742

純資産合計   

当期首残高 4,228,811 2,881,991

当期変動額   

剰余金の配当 △45,076 －

当期純利益又は当期純損失（△） △1,127,426 113,171

自己株式の取得 △130 △163

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △174,186 5,551

当期変動額合計 △1,346,820 118,558

当期末残高 2,881,991 3,000,550
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △1,107,824 113,743

減価償却費 488,668 443,960

減損損失 1,086,315 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,833 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 196 1,915

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,955 12,562

固定資産撤去損失引当金の増減額(△は減少) 142,148 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,470 △10,103

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19,920 △33,272

環境対策引当金の増減額（△は減少） △10,318 △6,125

受取利息及び受取配当金 △40,436 △38,327

支払利息 27,146 26,718

投資有価証券売却損益（△は益） △31,006 △32,752

保険解約損益（△は益） － △4,996

固定資産売却損益（△は益） △631 △1,694

固定資産除却損 4,313 7,092

売上債権の増減額（△は増加） △31,615 △151,190

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,178 △1,324

仕入債務の増減額（△は減少） 29,127 178,229

未払又は未収消費税等の増減額 △29,726 30,691

その他 128,476 △131,767

小計 663,981 403,356

利息及び配当金の受取額 40,499 38,480

利息の支払額 △26,457 △25,349

法人税等の支払額 △5,993 △22,056

営業活動によるキャッシュ・フロー 672,029 394,430

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 10,000 20,000

有形固定資産の取得による支出 △233,239 △292,443

無形固定資産の取得による支出 △43,051 △3,860

投資有価証券の取得による支出 △50,513 △79,975

投資有価証券の売却による収入 62,380 96,552

差入保証金の回収による収入 42,730 60,000

固定資産の除却による支出 △2,402 △143,099

その他 8,135 26,254

投資活動によるキャッシュ・フロー △205,960 △316,570
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 750,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △591,626 △396,500

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

リース債務の返済による支出 △538 △718

受入建設協力金の返済による支出 △656,869 －

自己株式の取得による支出 △130 △163

配当金の支払額 △45,051 △55

財務活動によるキャッシュ・フロー △564,215 △117,437

現金及び現金同等物に係る換算差額 △73 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △98,219 △39,580

現金及び現金同等物の期首残高 855,280 757,060

現金及び現金同等物の期末残高 757,060 717,480
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該当事項はありません。 
  

償却原価法(定額法)を採用しております。 

① 時価のあるものは期末日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。 

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しておりま

す。) 

② 時価のないものは移動平均法による原価法を採用しております。 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）を

採用しております。 

建物(建物附属設備を除く。)は定額法、その他は定率法を採用しております。 

主な耐用年数は次の通りであります。 

 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採

用しております。 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用することとしております。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、平成20年3月31日以前に契約を締結した所有権移転外ファイナンス・リース取引については

引き続き賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

従業員に対する賞与の支出に備えるため、翌期支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

固定資産の撤去に伴う支出に備えるため、発生見込額を計上しております。 

従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び確定給付企業年金制度に係る年

金資産の見込額に基づき、当期末に発生していると認められる額を計上しております。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）重要な会計方針

１ 有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 満期保有目的の債券

(2) その他有価証券

２ 貯蔵品の評価基準及び評価方法

３ 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

建物 16年

構築物 15年

機械及び装置 12年

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)

(3) リース資産

４ 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

(2) 賞与引当金

(3) 固定資産撤去損失引当金

(4) 退職給付引当金
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役員に対する退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づき期末要支給見込額を計

上しております。 

梅町油槽所内において発生した土壌及び地下水汚染の浄化費用として、今後見込まれる金額を計上

しております。 

金利スワップ取引については、金融商品会計基準に定める特例処理を行っております。 

当期にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下の通りであります。 

 

変動金利の長期借入金の金利変動リスクをヘッジするために金利スワップを利用することにしてお

ります。 

金利スワップの特例処理の要件を満たすものであり、有効性の評価を省略しております。 

キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)の範囲は、手許資金、随時引き出し可

能な預金及び預入れから３ヵ月以内に期限の到来する定期預金からなっております。 

消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。 

前事業年度において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「固定資産

の除却による支出」は金額的重要性が増したため、当事業年度より区分掲記しております。この表示方

法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替を行っております。 

この結果、前事業年度のキャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「その他」に表示しておりました5,733千円は、「固定資産の除却による支出」△2,402千円、

「その他」8,135千円として組み替えております。 

当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しておりま

す。 
  

(5) 役員退職慰労引当金

(6) 環境対策引当金

５ ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ａ ヘッジ手段 金利スワップ

ｂ ヘッジ対象 長期借入金の利息

(3) ヘッジ方針

(4) 有効性評価の方法

６ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

７ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

（７）表示方法の変更

（キャッシュ・フロー計算書関係）

（８）追加情報
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(注) 当社は有価証券の取得原価に対する時価下落率が、期末において50％以上の場合及び30％以上50％未満で当該

銘柄の時価が回復する見込があると判断できない場合には減損処理を行っております。 

  

  

 
  

  

   

  

 
(注) 当社は有価証券の取得原価に対する時価下落率が、期末において50％以上の場合及び30％以上50％未満で当該

銘柄の時価が回復する見込があると判断できない場合には減損処理を行っております。 

  

（９）財務諸表に関する注記事項

(有価証券関係)

前事業年度

１ 満期保有目的の債券(平成23年３月31日)

種類
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額 
(千円)

時価が貸借対照表計上額を超え
るもの

国債・地方債等 115,254 117,310 2,055

時価が貸借対照表計上額を超え
ないもの

国債・地方債等 40,188 39,618 △569

合計 155,443 156,929 1,485

２ その他有価証券(平成23年３月31日)

種類
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価
(千円)

差額 
(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの

株式 1,151,178 703,633 447,545

貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの

株式 28,104 29,836 △1,732

合計 1,179,283 733,470 445,813

３ 事業年度中に売却したその他有価証券(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

種類
売却額
(千円)

売却益の合計額
(千円)

売却損の合計額
(千円)

株式 54,364 30,839 4

その他 8,239 687 515

合計 62,604 31,526 520

当事業年度

１ 満期保有目的の債券(平成24年３月31日)

種類
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額 
(千円)

時価が貸借対照表計上額を超え
るもの

国債・地方債等 145,290 146,717 1,426

時価が貸借対照表計上額を超え
ないもの

国債・地方債等 49,976 49,671 △304

合計 195,266 196,388 1,122

２ その他有価証券(平成24年３月31日)

種類
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価
(千円)

差額 
(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの

株式 994,149 571,277 422,871

貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの

株式 92,585 98,393 △5,808

合計 1,086,734 669,670 417,063
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１ 報告セグメントの概要 
当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となるものであります。 
当社では、主に取扱う貨物の種類によってセグメントを分類しており、「ばら貨物」、「液体貨物」及

び「物流倉庫」を報告セグメントとしております。 
「ばら貨物」では石炭・コークス・塩等の原材料ばら貨物の物流業務を行っております。「液体貨物」

では石油化学品や石油燃料等の液体貨物について入庫から出庫までの中継業務等を行っております。「物
流倉庫」では塗料や冷凍食品等の製品の保管・受払業務等を行っております。 

  
２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載とおおむね同一
であります。 

  
３ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務であります。 

２  調整額は以下の通りであります。 

(1)セグメント利益又は損失(△)の調整額△336,124千円は、各報告セグメントに帰属していない一般管理費

であります。 

(2)セグメント資産の調整額2,612,230千円は、各報告セグメントに帰属していない有価証券及び投資有価証

券等の全社資産であります。 

(3)減価償却費の調整額11,029千円は、各報告セグメントに帰属していない本社建物等の全社資産に係る減価

償却費であります。 

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2,139千円は、本社部門の設備投資であります。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

３ 当事業年度中に売却したその他有価証券(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日)

種類
売却額
(千円)

売却益の合計額
(千円)

売却損の合計額
(千円)

株式 97,000 32,752 ―

合計 97,000 32,752 ―

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

財務諸表計
上額(注)３ばら貨物 液体貨物 物流倉庫 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,840,925 1,142,905 1,640,249 4,624,080 2,058 4,626,139 ― 4,626,139

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,840,925 1,142,905 1,640,249 4,624,080 2,058 4,626,139 ― 4,626,139

セグメント利益又は損
失(△)

△139,422 201,043 △66,196 △4,575 △639 △5,214 △ 336,124 △341,338

セグメント資産 974,787 848,147 1,357,453 3,180,388 199 3,180,588 2,612,230 5,792,819

その他の項目

 減価償却費 117,399 142,910 217,293 477,603 34 477,638 11,029 488,668

 有形固定資産及び無
 形固定資産の増加額

193,157 62,125 48,240 303,523 20 303,543 2,139 305,683
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当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務であります。 

２  調整額は以下の通りであります。 

(1)セグメント利益又は損失(△)の調整額△316,178千円は、各報告セグメントに帰属していない一般管理費

であります。 

(2)セグメント資産の調整額2,443,971千円は、各報告セグメントに帰属していない有価証券及び投資有価証

券等の全社資産であります。 

(3)減価償却費の調整額9,581千円は、各報告セグメントに帰属していない本社建物等の全社資産に係る減価

償却費であります。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 
    １ 製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 
  ２ 地域ごとの情報 

   (1)売上高 

    本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 
   (2)有形固定資産 
    本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 
  ３ 主要な顧客ごとの情報 

   
当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

    １ 製品及びサービスごとの情報 
   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 
  ２ 地域ごとの情報 

   (1)売上高 
    本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 
   (2)有形固定資産 

    本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 
  ３ 主要な顧客ごとの情報 

   

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

財務諸表計
上額(注)３ばら貨物 液体貨物 物流倉庫 計

売上高

  外部顧客への売上高 2,233,527 1,243,651 1,267,829 4,745,008 1,637 4,746,646 ― 4,746,646

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,233,527 1,243,651 1,267,829 4,745,008 1,637 4,746,646 ― 4,746,646

セグメント利益又は損
失(△)

△89,250 371,235 88,033 370,018 △323 369,694 △316,178 53,515

セグメント資産 1,104,411 778,409 1,286,767 3,169,588 168 3,169,757 2,443,971 5,613,728

その他の項目

 減価償却費 143,418 141,421 149,507 434,347 30 434,378 9,581 443,960

 有形固定資産及び無
 形固定資産の増加額

137,014 63,778 92,763 293,555 ― 293,555 ― 293,555

(関連情報)

 顧客の名称又は氏名 売上高(千円) 関連するセグメント名

株式会社ロジスティクス・ネットワーク 636,370 物流倉庫セグメント

 顧客の名称又は氏名 売上高(千円) 関連するセグメント名

株式会社ロジスティクス・ネットワーク 626,597 物流倉庫セグメント

電源開発株式会社 603,350
ばら貨物セグメント
液体貨物セグメント
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前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

 
(注) 「全社・消去」の金額は各報告セグメントに帰属していない福利厚生施設(社宅)に係るものであります。 

  
当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 
該当事項はありません。 

  

前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 
該当事項はありません。 

  
当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 
該当事項はありません。 

  

前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 
該当事項はありません。 

  
当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 
該当事項はありません。 

  

   

   財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等 
  

 
(注) １ 取引金額及び期末残高には、消費税等が含まれております。 

２ 埠頭ジャスタック㈱の役員及びその近親者が当社株式の議決権の10.2％を所有しております。 

３ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

  埠頭ジャスタック㈱との作業料金に関しては、港湾運送事業届出料金を基準に設定しております。なお、作

業員を安定的に確保するため作業料金に保障額を設定しております。 

  また、工事代金に関しては、資材費等を勘案して決定しております。 

  

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(単位：千円)

報告セグメント その他
 

合計
全社・ 
消去

合計
ばら貨物 液体貨物 物流倉庫 計

減損損失 ― ― 1,067,514 1,067,514 ― 1,067,514 18,800 1,086,315

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれんの発生益に関する情報)

(持分法投資損益等)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

該当事項はありません。 同左

(関連当事者情報)

前事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

関連当事者との取引

種類
会社等の名称 
又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有 

(被所有) 
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

埠頭ジャス

タック㈱

東 京 都

中央区
20

港湾運送事
業・建設業

(被所有)
 

直接18.6

作業の委

託・工 事

の発注他

作業料 1,096,467 未収入金 1,311

工事代他 293,251 買掛金 84,460

未払金 61,244

未払費用 68,722
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   財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等 
  

 
(注) １ 取引金額及び期末残高には、消費税等が含まれております。 

２ 埠頭ジャスタック㈱の役員及びその近親者が当社株式の議決権の9.7％を所有しております。 

３ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

  埠頭ジャスタック㈱との作業料金に関しては、港湾運送事業届出料金を基準に設定しております。なお、作

業員を安定的に確保するため作業料金に保障額を設定しております。 

  また、工事代金に関しては、資材費等を勘案して決定しております。 

  

  

 
(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、前事業年度は１株当たり当期純損失であり、また潜在株式がない

ため、当事業年度は潜在株式がないため、記載しておりません。 

２ １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 
  

 

当事業年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日)

関連当事者との取引

種類
会社等の名称 
又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有 

(被所有) 
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

埠頭ジャス

タック㈱

東 京 都

中央区
20

港湾運送事
業・建設業

(被所有)
 

直接18.7

作業の委

託・工 事

の発注他

作業料 1,001,972 未収入金 1,159

工事代他 239,506 買掛金 127,273

未払金 50,694

未払費用 34,843

(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

  １株当たり純資産額 191円82銭 199円73銭

  １株当たり当期純利益金額
又は１株当たり当期純損失金額（△）

△75円04銭 ７円53銭

項目
前事業年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

  １株当たり当期純利益金額
又は１株当たり当期純損失金額（△）

    当期純利益金額又は当期純損失金額（△）
（千円）

△1,127,426 113,171

    普通株主に帰属しない金額(千円)          ―          ―

    普通株式に係る当期純利益金額 
又は当期純損失（△）(千円)

△1,127,426 113,171

    普通株式の期中平均株式数(株) 15,025,080 15,023,652
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３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

  

   

該当事項はありません。 

  

平成24年６月28日予定 

該当事項はありません。 

 
      鈴木 弘志氏は会社法第2条第15号に規定する社外取締役の候補者であります。 

 
      堀江 浩太氏は会社法第2条第15号に規定する社外取締役であります。 

 

 
  

項目
前事業年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

  純資産の部の合計額(千円) 2,881,991 3,000,550

   純資産の部の合計額から控除する金額(千円)          ―          ―

   普通株式に係る期末の純資産額(千円) 2,881,991 3,000,550

   １株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(株)

15,024,511 15,022,691

(重要な後発事象)

４．その他

役員の異動

(1)代表者の異動

(2) その他

①新任取締役候補

取締役 鈴木 弘志 (現 株式会社ニヤクコーポレーション 取締役)

②退任予定取締役

取締役 堀江 浩太

③新任監査役候補

監査役 葛原 史朗 (現 内部監査室チームリーダー)

④退任予定監査役

監査役 杉本 吉清
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比較セグメント別売上高明細表 

 
  

５．補足情報

セグメント

前事業年度 当事業年度 増減(△)

(平成22年4月～平成23年3月) (平成23年4月～平成24年3月)

数 量 金 額 構成比 数 量 金 額 構成比 数 量 金 額 増減率

(千㌧・
(千円) (％)

(千㌧・
(千円) (％)

(千㌧・
(千円) (％)

千KL) 千KL) 千KL)

ばら貨物セグメント

 荷役業務 2,234 789,310 3,784 1,044,794 1,549 255,483 32.4 

 海上運送業務 384 317,210 632 490,127 248 172,917 54.5 

 野積保管業務 2,458 142,886 2,587 114,337 129 △28,548 △20.0 

 倉庫保管業務 495 189,575 372 167,858 △122 △21,717 △11.5 

 陸上運送業務 242,912 244,120 1,207 0.5 

 その他業務 159,029 172,289 13,259 8.3 

計 1,840,925 40 2,233,527 47 392,601 21.3 

液体貨物セグメント

 荷役業務 861 231,213 819 238,046 △42 6,833 3.0 

 保管業務 1,334 678,478 1,530 759,512 196 81,034 11.9 

 陸上運送業務 171,849 186,061 14,211 8.3 

 その他業務 61,363 60,030 △1,333 △2.2 

計 1,142,905 25 1,243,651 26 100,746 8.8 

物流倉庫セグメント

(危険物倉庫)

 荷役業務 39,674 37,450 △2,223 △5.6 

 保管業務 106,398 106,398 - - 

 その他業務 1,980 1,980 - - 

 小計 (148,052) (3) (145,828) (3) (△2,223) (△1.5)

(低温倉庫)

 荷役業務 495,230 487,396 △7,834 △1.6 

 保管業務 199,483 140,000 △59,483 △29.8 

 その他業務 720 720 - - 

 小計 (695,434) (15) (628,116) (13) (△67,318) (△9.7)

(冷蔵倉庫)

 荷役業務 76,433 121,080 44,647 58.4 

 保管業務 119,450 145,251 25,801 21.6 

 陸上運送業務 3,538 32,604 29,066 821.4 

 その他業務 4,064 6,543 2,478 61.0 

 小計 (203,487) (4) (305,481) (6) (101,993) (50.1)

(第2低温倉庫)

 荷役業務 107,381 15,157 △92,224 △85.9 

 保管業務 298,879 80,651 △218,227 △73.0 

 陸上運送業務 40,555 9,406 △ 31,149 △76.8 

 その他業務 6,765 2,561 △ 4,204 △62.1 

 小計 (453,582) (10) (107,777) (2) (△345,804) (△76.2)

(食材加工施設)

 保管業務 78,064 80,582 2,518 3.2 

 その他業務 61,629 43 △61,585 △99.9 

 小計 (139,693) (3) (80,626) (2) (△59,067) (△42.3)

計 1,640,249 35 1,267,829 27 △372,419 △22.7 

その他

 保険代理業務 2,058 0 1,637 0 △421 △20.5 

合 計 4,626,139 100 4,746,646 100 120,507 2.6 

液体貨物セグメント
   品種別内訳
石油類 (638) (853,442) (75) (708) (977,017) (79) (69) (123,575) (14.5)

 白油 355 272,212 345 287,551 △10 15,338 5.6 

 重油 243 258,648 304 325,649 60 67,000 25.9 

 工業原料油 15 280,673 36 320,340 20 39,666 14.1

 アスファルト 23 41,908 21 43,477 △1 1,568 3.7 

化学品類 (222) (289,462) (25) (111) (266,634) (21) (△111) (△22,828) (△7.9)

計 861 1,142,905 100 819 1,243,651 100 △42 100,746 8.8
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